
京
都
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
舞
台
に
活
動
報
告

◎
写
真
で
綴
る
活
動
報

告
「
城
陽
環
境
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
」
が

誇
る
「
生
き
物
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
シ
リ
ー
ズ
の

第
五
弾
・
植
物
編
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
が
完
成
し
、

１２
月
３
日
に
市
役
所
で

マ
ス
コ
ミ
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
（
写
真
①
）

２
０
１
２
年
の
「
生

き
物
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
改

訂
版
」
か
ら

昨

年

の

「
希
少
生
物
編
」
ま
で
、

Ｐ
Ｓ
会
議
は
京
都
府
最

大
の
環
境
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
「
京
都
環
境
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
公
表

を
続
け
、
関
連
資
料
と

共
に
参
加
者
に
配
布
し

て
い
ま
す
。

監
修
者
に
は
、
小
学

校
の
野
外
実
習
指
導
で

ご
一
緒
す
る
宇
治
市
植

物
公
園
の
魚
住
智
子
園

長
さ
ん
（
写
真
②
）
に

お
願
い
し
、
Ｐ
Ｓ
会
議

自
然
部
会
の
山
村
元
秀

運
営
委
員
（
写
真
③
右

２
）
が
執
筆
し
て
い
ま

す
。
専
門
家
の
魚
住
園

長
さ
ん
に
ご
協
力
い
た

だ
け
た
こ
と
で
、
資
料

も
重
み
と
公
共
性
が
加

わ
り
、
胸
を
張
っ
て
京

都
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
於
い
て
公
示
と
配

布
を
行
い
ま
し
た
。

自
然
観
察
会
の
植
物

担
当
の
山
村
先
生
は
生

き
物
全
般
に
造
詣
が
深

く
、
今
年
は
申
し
込
み

半
日
で
定
員
を
オ
ー
バ

ー
し
、
結
局
２
０
０
名

も
の
参
加
者
を
受
け
入

れ
た
太
陽
が
丘
で
の

「
夏
休
み
・
夜
の
昆
虫

観
察
会
」
で
も
指
導
を

願
っ
て
い
ま
す
。
虫
少

年
た
ち
の
需
要
に
応
え

て
、
西
森
誉
普
さ
ん
や

田
中
寿
樹
さ
ん
た
ち
と

共
に
来
年
度
は
「
昆
虫

編
」
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

作
成
と
、
地
元
イ
ベ
ン

ト
開
催
に
も
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ブ
ー
ス
の
掲
示
資
料

に
は
、
最
新
版
の
教
育

雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
脇

坂
英
弥
君
の
巻
頭
カ
ラ

ー
版
６
頁
の
ケ
リ
の
特

集
記
事
や
、
翌
週
に
山

階
鳥
類
研
究
所
の
お
ひ

ざ
元
で
開
催
さ
れ
る

「
日
本
鳥
類
標
識
協
会

大
会
」
で
の
講
演
資
料

８
頁
の
他
、
論
文
な
ど

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

同
じ
く
活
動
報
告
の
メ

イ
ン
と
な
る
当
「
フ
ィ

ー
ル
ド
日
記
」
も
、
ラ

ミ
ネ
ー
ト
版
掲
示
資
料

と
共
に
配
布
資
料
と
し

て
有
効
活
用
し
て
い
ま

す
。
（
写
真
④
）

昨

年
度
よ
り
取
り
組
ん
で

き
た
和
束
町
の
野
生
生

物
生
息
調
査
で
は
、
１０

月
の
鳥
類
目
録
と
野
生

生
物
生
息
リ
ス
ト
の
中

間
報
告
を
受
け
て
、
和

束
町
の
町
史
編
さ
ん
室

が
「
和
束
町

の

生

き

物
」
を
紹
介
す
る
パ
ネ

ル
展
示
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
来
年
度
よ

り
京
都
府
の
希
少
野
生

生
物
に
指
定
の
タ
マ
シ

ギ
の
本
格
調
査
と
、
ケ

リ
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
装
着
し

て
追
跡
調
査
の
新
分
野

に
乗
り
出
す
超
多
忙
な

脇
坂
英
弥
君
（
写
真
⑤

左
）
も
、
緑
豊
か
で
生

き
物
の
宝
庫
の
和
束
町

へ
の
継
続
調
査
は
二
つ

返
事
で
快
諾
で
す
。

今
年
も
生
き
物
展
示

で
賑
わ
う
コ
ー
ナ
ー
は

小
学
校
４
年
生
の
松
井

優
樹
君
に
お
任
せ
。

（
写
真
⑥
⑦
）

か
た

や
の
功
労
者
・
市
役
所

環
境
課
事
務
局
の
面
々

に
は
、
我
が
家
名
物
・

ス
ッ
ポ
ン
鍋
を
囲
む
会

へ
の
ご
招
待
で
、
初
参

加
の
新
任
職
員
２
人
が

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
軍

門
に
下
り
ま
し
た
。

（
写
真
⑧
⑨
⑩
）
イ
ベ

ン
ト
で
大
活
躍
の
ス
ッ

ポ
ン
が
、
お
役
目
を
終

え
て
最
後
の
奉
公
で
す
。

…
合
掌
！

今年も 12 月７・８日の両日、「城陽環境パート

ナーシップ会議」の一年間の活動成果を発表し、身

近な環境問題と郷土の野生生物と生息環境の保全を

呼び掛ける啓蒙活動の場と位置付ける「京都環境フ

ェスティバル２０１９」に参加し、令和元年のナチュラ

リストのお勤めを終えています。９月のフィールド

でのケガで、年間最大行事である「日本爬虫両棲類

学会大会」での研究発表の機会を逸したナチュラリ

ストにとって、調査記録と活動報告のアピールの場

となったイベントには不運な悪夢も解消されて救わ

れました。

京都環境フェスティバルには８年連続の出展とは

いえ、今年は活動母体である城陽環境ＰＳ会議が、

研究者や専門家の方々の支援・協力によって、官民

一体となって幅広い環境問題に取り組み、今後も様

々な企画がめじろ押しの頼もしい環境団体であるこ

とをあらためて実感しています。今年も一年を振り

返る季節を迎え、感謝の気持ちが募るたくさんの思

い出の続編を来たるべき新年に期待している年の瀬

です。

年度末報告にふさわしい城陽環境ＰＳ会議の活動

と京都環境フェスティバルの話題から、『未来に残

したい郷土の環境資料と拡がる人の環』を物語るフ

ォトレポートをお届けします。絶滅危惧種に値する

ナチュラリスト仲間たちが勢ぞろいです。
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